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学校図書館活用の活性化を目指して 
～組織で取り組む活用促進～ 
大分県 大分県立別府翔青高等学校 

 

 基本データ    テーマ・活動のねらい等  
 
所在地 別府市野口原３０８８の９１ 

児童生徒数 871 人 

教職員数 93 人 

蔵書数 約 25,700 冊 

年間貸出冊数 5,844 冊 

  
【テーマ】授業改善、教員による利活用の推進 

【活動のねらい】 

 どの取組においても、図書館活用授業を実施にするにあたり、授業
担当者が難しいと感じる部分を取り除くことをねらいとした。特に
「図書館活用事前事後シート」は、具体的な実践方法を身につけた
い教員が、司書教諭・学校司書と協働していくためのツールとして
役立てた。また、「図書館利用予約簿」をはじめ、フローチャートや実
践事例を職員に周知することで、図書館担当者と授業担当者だけ
でなく、学校全体の取組として意識を共有できるようにした。 

 

 
 
 

 本校は平成 27 年度より３年間、県教育委員会

の「学校図書館活性化推進プラン」研究校に指

定され、図書館の活性化に取り組んできた。 

（１）職員研修 

 図書館活用授業についての講演会を実施した。 

 また、各教科からの実践報告や図書館係からの

説明等を行う職員研修を実施した。 

（２）「図書館活用授業までの流れ」の作成 

 授業担当者がどのように学校司書と協働して

授業ができるかをフローチャートの形でまと

めた。 

 新任教員には新任者研修を行い、フローチャー

トを用いて図書館活用授業について説明を行

った。 

（３）「図書館利用予約簿」の作成 

 図書館を計画的に使用できるように、校内

LAN で閲覧・記入できる月ごとの予約簿を作

成した。 

（４）「図書館活用事前事後シート」の作成 

 司書教諭・学校司書との事前の打ち合わせシー

トと実施事後報告のシートを作成した。 

 
 
 
 
 

図書館活用授業までの流れ 
 

（５）「図書館活用授業実践事例」の作成 

 年度末に各教科の授業実践をまとめ、次年度に

つなげるために、事例集を作成した。 

 実践事例は県で作成している「図書館フォルダ」

にもアップし、県内の学校司書や司書教諭も閲

覧できるようにした。 

 

 

取組・活動の概要 
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「図書館活用実践事例」記入例 
 
 
 
 
 

 「図書館活用授業までの流れ」を全職員全体で

共有し、図書館活用授業の経験が少ない教員で

も実践しやすくした。 

 「図書館利用予約簿」についても全員が閲覧・

入力できるように整備し、図書館の予約を行い

やすくした。 

 「図書館活用事前事後シート」を活用すること

よって、授業担当者と司書教諭・学校司書との

連携が円滑になるように工夫した。 

 事後シートを踏まえた実践事例を共有するこ

とで、ある教科での実践を他教科でも参考にで

きるようにするなど、学校全体で活かせるよう

にした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 

 年間を通じて、図書館活用授業の回数が年々増

加した。 

 図書館を活用した学び方の指導について、職員

に共通理解が生まれた。 

 生徒が主体的に学習活動に参加し、学びの深ま

る授業が展開できた。 

 今後も職員研修を継続的に実施し、教員のスキ

ルの向上を図っていく。 

 教科によって図書館活用数や活用内容が異な

るので、教科間の連携も模索しながら、図書館

活用授業の改善を重ねていきたい。 

図書館活用授業の回数の変化 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 

取組・活動の工夫や特徴 

取組・活動の成果や今後の展望 


